２０１１．６　「ソ　ラ」☆紹介ブログ

タイトル)ソラ、ソラ、ソラ、ソラです！！　わたくしは、あなたの部屋のドアに、大きな赤い文字で書きなぐる。

――――わたくしはあなたのなかで、わたくしの名のソラであり、あなたの部屋のドアに、大きな赤い文字で書きなぐる。ソラ、ソラ、ソラ、ソラです！！

　ソラの名で部屋部屋は色とりどりの羽で飾り、羽におもりをつけてよろけるだろう。さまざまな叫びやつぶやきで部屋をみたす―――――

　わたくしはソラ細胞。法律の外、または内の内の内、あなたに何だって出来そうな秘密の場所にいるのだ。何千万人も殺すというのではなく、とりあえず、あなたに於いて異形の人間を作り出すことをめざす―――――

　８月１７日「ソ　ラ」の登録は完了しています。これは、島さち子の代表作、イメージを増殖させて、人間の深層を描く変身譚です。若いわたしと、中年のわたくしを同時に生きるおかしさ、せつなさ！！

　島さち子の才能がまさに、花開いた作品です。どうぞ、ご自分を解放して、ご覧下さい。

　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
２０１０．９．１２　　　ｐｍ　　３　　　　エンマ
　　　

タイトル)心は何処にあるの？

ソ　ラ！　研究材料であったのは、わたくし自身。その液体の中で、ひとにとりつき臓器や目鼻を、四方に突き出す幻想を持って殖えつづけ、心の位置が何処かわからなくなっていた。

　以前のわたくしから消え去った身体の一部は、こんな形で生き延びて、わたくし自身なのだ。いつかあなたも、あなたのそれを見ることがあるのかもしれない。

　そのとき、わたくしが生きているように、それと話し合うことができるのか、それに纏わる微妙な想いをしりたい―――――

　朝から、島さち子の代表作「ソ　ラ」にとりついています。どうしたら、みなさんに、「ソ　ラ」の面白さをお伝えすることができるのか？　今日は、少し時間をかけて、ご紹介してみましょう。面白いですよ！！

　―――――はじめは何事も起らなかった、世界は囲われていたのよ。それでも聞こえる音や嗅ぎ分けられる匂いはあったわ。薄赤い液の中にいて、ほかに触れるものはなく、計画することも、所有するこ
とも、失うこともいらなくて、ただ穏やかに過ごしていたの。かすかに、遠い岸から遠い岸に渡っていくような、滑らかな声があると思ったわ。

　はじめはゆっくり、次第にリズムをつくったから、わたくしは声に突き動かされて泳いでいたの。
時刻を忘れ、天候を知る手立てもないうち、もうリズムに合わせる必要もなく、突き飛ばされたりしながら急速に殖えつづけ―――――

　透かしてみると、液の中にうようよしているものの列が横ざまに砕けて、‥‥そっくりだわ‥‥ささやきが、口や耳なしで分かってくるの。

　たくさんの波に映るたくさんのわたくしがいて、もう、わたくしだと言っているわたくしが、どれであるか判断する為のサインさえ、むつかしくなった。

　みんな一様に抽象化され非個性的であるけれど、なにかお互いによそよそしく、それが救いでもあり、救いのなさでもあったわ―――――

　ソラの正体がわかりましたか？　あなたの中、居心地はわるくはないが、わたくしはあなたと接触しきれないカバーのようなものをもっているとソラは言っています。それは、心という荷物だと‥‥。

これから、わたしと、わたくしの、若い女と、中年の女の戦いが？　または共存が始まるのです。同じ人間のなかにふたりの存在を許して、物語りは進んでいきます。
ご期待ください！！

　　　　２０１０．１０．８　　　　　Ａｍ　　８．３０　　　エンマ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

タイトル)雨の日には、ベッドに寝て

傘をさして！！

わたしはね、寄宿舎にいたころ、雨の日にはベッドに寝て、傘をさしていたのよ。だから身体全部で眠るわけにはいかなかったの。


右手は起きて、雨漏りを傘ではじいていて、右手から心臓に血液が戻ってしびれるころ、左手は目覚めて交替したの。その間、わたくしは夢をみていたのよ。一晩で二十個か三十個の夢をみたわ。夜は忙しかったの。

　夢を見つづけるのが周囲なのか、わたくし自身なのか決めかねている。確固たる形をなさずに、絶えずひくひく揺れているものは何なのか？

　薄膜の向こうは色なしに見えるが、見えるのだからやはり色があり、赤とも黄とも青とも、銀とも、白ともいえる色合いを持つ。

　何となしに、わたくしの手は浮き上がっている毛布の下に滑っていく。
しかし、どんな体も入っていない。
　空っぽの自分を探るむなしさがぐっとくる。

　目ともいえないところで見ていると、涙ともいえないものが周囲に融けていく。もしかしたら、わたくしはひどい弱視の無色の眼球一つ、または細菌やウィルス。
　それらは時々きらめき、きらめきの上に芥子粒みたいなそばかすを載せる―――――

　これは「ソ　ラ」からの抜粋です。わたくしとは、若いわたしのなかで、生き続けるソラ細胞。今日でもない、明日でもない、今まで勘定にに入らなかった日にいるのだと、若いわたしは思います。

　―――――そうよ、わたしは気がついていたわ。わたしを取り巻くものが、総て形を変えてしまうときが来るにちがいないって！　あなたは子供のように手を叩く。この部屋から見る明け方の空は、三つの層に分かれている。

　紫色の気層のなか、横段に棚引く筋雲があって、苺の実そっくりの陽が、薄紅色の道を真上に開きながら、梯子のぼりをすると、次には、その上の紺色の気層に、黄色の満月になったもう一つの陽がのぼり、灰色の気層にむいたみかんの皮のような、オレンジ色に白い裂け目を見せて、三つ目の日が昇る。
一日の始まりに三つの陽の出を許して、あなたはベッドから日の出を見ている。ともしたらあなたは今まで日の出を見るほど早起きをしたことなど、なかったのではないか若いわたしと、中年のわたくしの
共存生活は始まったばかりです。何十年も前からサラ細胞は、すでに研究用として市販されています。こんなことは予期されたことではないでしょうか？

　心の存在が何処か、分からない以上、がん細胞にとりついていることだって、あるはずですから‥‥。発想の面白さでは抜群です。同時に二人を生きるユーモアを楽しみながら、この哀しい物語を愛してくださることを期待します。

　　　　　　　　
２０１０．１１．９　　　Ａｍ　８．００　　　エンマ
